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◉内子町ビジターセンターで開
かれている、「ローテンブルク
市の町並模型と交流の歩み展」
の写真です。制作したのは松
山市在住の相原忠

ただ お

夫さん。全
て手作りで、30年かけて170
棟の作品を作っています。今
回はそのうち87棟を借りて
展示しています。
　11月中旬頃まで展示してい
るので、素晴らしい作品をぜ
ひ一度ご覧ください。

木下　裕
ゆうき

貴くん　立川小学校６年（日之地）

立ち姿が格好いい

銀座のすし職人になりたい

　僕は野球が好きです。プロ野球日本ハムファイターズの大谷
翔
しょうへい

平選手に憧れています。中学校では野球部に入って、投げて
打って活躍する二刀流を目指します。
　夢は、すし職人になることです。釣った魚を自分でさばくお
父さんの姿が格好よく、どこかすし職人と重なって見えまし
た。すしが大好きな僕は、次第にすし職人に憧れるようになり
ました。今はまだ上手にさばけないけど、お父さんに教えても
らいながら、練習を続けたいです。目指すは東京銀座のすし職
人。一流の職人が集まる銀座で腕を磨き、すしネタを盛り合わ
せた、自分だけのオリジナルにぎりずしを食べてもらいたいで
す。理想は、お客さんとの会話を大切にする職人です。「また来
るね」と言ってもらえる職人になって、口の中でとろけるほど
おいしい大トロを、たくさんの人に握ってあげたいです。
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山
に光

を
―
―

　

内
子
町
の
山
林
の
面
積
は
全
体
の

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
工
林
は

１
万
２
８
０
０
㌶
あ
り
、
そ
の
約
80
㌫

が
36
年
生
以
上
で
、
木
材
を
供
給
で
き

る
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

林
業
は
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
す

が
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
林
業
経
営
費

の
高
騰
、
林
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
、

課
題
は
山
積
み
。
長
い
低
迷
で
山
の
所

有
者
の
山
離
れ
も
深
刻
で
す
。　

　

先
人
が
育
て
た
木
材
を
生
か
そ
う
と

す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
取
り
組
み
や
作
業
の
効
率
化
な

ど
に
よ
る
出
荷
量
の
増
加
な
ど
、
明
る

い
兆
し
も
見
え
始
め
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
林
業
が
地
域
に
根
付
く

た
め
に
、
今
、
み
ん
な
が
山
に
目
を
向

け
、
光
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

Special Feature

 

内
子
町
の
林
業
は
今
、

　
　
　

力
強
く
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
る



今
、
山
に
目
を
向
け
る
と
き
―
―

　　
「
暗
い
山
や
な
ぁ
―
―
」

　

車
で
山
を
走
っ
て
い
る
と
、
そ
う

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

山
を
手
入
れ
し
な
い
と
木
々
の
枝

葉
が
重
な
り
合
い
、
光
が
入
ら
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
は

木
々
の
生
長
が
悪
く
、
根
も
し
っ
か

り
と
張
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
下

草
も
生
え
ず
、
土
砂
崩
落
な
ど
の
災

害
が
起
き
や
す
く
な
り
、
木
材
と
し

て
の
価
値
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

光
が
入
る
よ
う
に
、
木
を
間
引
き

す
る「
間
伐
」
を
す
れ
ば
い
い
の
で

す
が
、
木
材
の
価
格
が
低
下
し
て
い

る
た
め
、
山
の
所
有
者（
以
下
、
山

主
）
の
意
欲
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

山
に
興
味
が
な
く
な
る
と
放
置
さ

れ
、
暗
い
山
が
増
え
て
く
る
―
―
。

山
主
の
山
離
れ
は
、
林
業
の
課
題
そ

の
も
の
な
の
で
す
。

　

世
代
が
変
わ
っ
て
も
名
義
変
更
し

な
い
山
主
が
多
い
こ
と
も
課
題
の
一

つ
。
相
続
の
問
題
な
ど
が
あ
る
と
、

山
を
触
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
木

材
を
搬
出
す
る
作
業
道
も
作
れ
な
い

の
で
、
そ
の
土
地
か
ら
奥
の
山
が
伐

採
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
林
業
の

今
後
に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

　　

今
、
林
業
は
少
し
前
よ
り
は
よ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
も
始
ま
る
予
定
で
す
。
今
ま
で
山

に
捨
て
て
い
た
低
質
材
の
価
値
が
上

が
り
、
木
材
価
格
の
底
上
を
し
て
い

深
刻
な
山
離
れ

山
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

内子町森林組合
小田支所長

大鍋　直
な お ゆ き

幸さん

大量の木材が集まる小田原木市場

木
材
価
格
の
低
下
な
ど
で
し
ば
ら
く
低
迷
が
続
い
て
い
た
林

業
で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
作
業
の
効
率
化
や
低
質
材
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
な
ど
で
、
少
し
ず
つ
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い

ま
す
。
山
と
共
に
生
き
て
い
る
内
子
町
。
林
業
を
考
え
る
こ

と
が
町
の
活
性
化
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
林

業
の
現
状
を
関
係
者
に
聞
き
ま
し
た
―
―
。

Interview①

　林業の従業者は平成７年度で2,034人
でしたが、平成27年度には1,001人と半
減しています。しかし40代以下の従業
者は横ばいで、平均年齢は下がっていま
す。若い世代は機械作業をすることが多
く、木を育てる植林などの作業をする人
が少ないことが課題になっています。

この20年で従業者が半減
育林の従事者の育成が急務

課題①林業従事者の減少

Ｈ７ Ｈ8 Ｈ9 Ｈ12 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

2,000
2,034

1,001

1,500

1,000

500

477 455

1,557

546

（人） 林業労働力年齢別人口
　　……50代以上
　　……40代以下

資料：愛媛県提供
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い
ま
す
。
し
か
し
機
械
化
で
き
な
い
植

樹
や
育
林
の
作
業
は
人
手
が
な
く
、
今

は
60
代
く
ら
い
の
人
が
支
え
て
い
ま

す
。
人
の
手
で
す
る
部
分
の
技
術
が
継

承
で
き
て
い
な
い
現
状
で
す
。
収
穫
ま

で
長
い
歳
月
を
必
要
と
す
る
生
業
な
の

で
、
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
山
と
共
に
生
き
て
い
ま

す
。
林
業
が
発
展
し
山
が
き
れ
い
に
な

れ
ば
、
町
が
も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
、
山
に
目
を
向

け
て
ほ
し
い
で
す
。
多
く
の
人
に
山
の

価
値
と
課
題
に
気
付
い
て
ほ
し
い
で

す
。
私
た
ち
も
雇
用
を
守
り
、
持
続
的
・

安
定
的
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
世
代
を
超
え
て
内
子
町
の
山
を

守
り
、
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
一
緒

に
林
業
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

課
題
は
山
積
み
―
―
。
で
も
知

恵
を
絞
っ
て
挑
戦
を
続
け
よ
う

　洋風の家は壁で木材を隠すので、無節
材などのいい材を使う必要がありませ
ん。そのような家が増えていることや、
強度があり安定的に供給される外国産材
が主流になったことで、国産材の価格は
どんどん低下してしまいました。
　就業者については平成７年から26年
までに約半数に――。木は育っている
けれど、切る人が足りてないのが現状で
す。60歳以上の人が30㌫以上を占めて
おり、このまま就業人数が減っていく可
能性が高く、危惧しています。
　６月に西条市に大きな集成材の工場が
できたので、県内の需要がかなり増える
見込みです。明るい話題もあるので、こ
の機に林業の未来を考えてほしいです。
　早く成長する苗の開発で下刈りの手間
を減らしたり、賃金水準の見直しをした
りするなど、若い人がやりがいや魅力を
感じる職業にすることも必要です。
　内子町は県下でも頑張っている町で
す。きっと花開くと思うので、今後もいろ
いろなことにチャレンジしてほしいです。

ま
す
。

　

森
林
組
合
で
扱
う
木
材
の
量
も
増

え
て
い
ま
す
。
５
年
ほ
ど
前
は
年
間

約
１
万
９
０
０
０
㎥
だ
っ
た
も
の

が
、
今
は
３
万
㎥
ま
で
増
え
て
い
ま

す
。
市
場
は
動
い
て
い
ま
す
。
安
定

的
に
量
を
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
木
材
の
価
値
が
上
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。「
山
も
捨
て
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
」。
そ
う
い
う
気
持
ち

で
、
も
う
一
度
、
山
の
価
値
を
見
直

す
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　　　

一
つ
心
配
な
の
は
、
年
齢
層
が
２

極
化
し
て
い
る
こ
と
。
機
械
化
が
進

ん
で
効
率
的
な
作
業
に
な
っ
た
こ
と

で
、
若
者
の
就
業
者
も
少
し
増
え
て

Interview②

愛媛県南予地方局八幡浜支局
大洲森林林業振興班担当係長

田中　誠
まこと

さん
間伐された山は光が入り、木がよく太る

林
業
の
課
題
は
町
の
課
題

ヒノキ

スギ

　スギ・ヒノキの素材価格は昭和55年
をピークに長期的に下落傾向にありまし
たが、21年頃から横ばい、若しくは回復
傾向にあります。高級なイメージがある
ヒノキですが、外国産材や流通の影響な
どでピーク時の２割程度の価格。スギと
ほぼ同じという厳しい状況です。

（円）
80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

S50 55 60 Ｈ2 7 12 17 22 27

愛媛県素材価格の推移
単位：㎥当たり円
サイズ：（13cm上×３m）

72,500

13,020

36,800

12,730

常に外国産材と競争が必要

今後も大幅な価格回復は難しい

課題②木材価格の低迷

資料：愛媛県提供
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　森林組合や山主さんの依頼を受けて、伐採や原
木市場までの搬出をしています。植林・育林もす
るので、川上の仕事のほとんどに携わっています。
　課題は人手不足です。私たちの会社は従業員10
人で平均年齢28歳と若いですが、林業をしたいと

いう若者を探すのは大変です。慢性的に人が足りないので、利益になら
ない植林・育林になかなか手を回すことができません。
　林業機械が高額なのも大変。1,000万～ 2,000万円する機械が、早い物
は５年くらいで交換が必要になります。今は作業道を作るのに補助が出
るので、なんとかやれていますが自立は難しいです。まずは山主さんが
納得できる木材価格になることが大切だと思います。

Interview③

今の木材価格では林業の自立は難しい
（株）藤岡林業　代表取締役　藤岡　崇

たかし

さん

十分に成長した木を木
材として利用するため
に伐採し、収穫してい
きます。

④主伐

山から切り出した木を
集め、長さや幹の太さ
など種類ごとに選別。
競り売りもします。

原木市場

約50年かけて植林・生育・
伐採のサイクルを回して、
健康な山を育てます。

山の循環

伐採後、整地した土地
に新しい苗木を、一本
一本大切に手作業で植
えていきます。

①植林 ②下刈り・除伐

太陽光が十分に届き、
健全な木が育つよう
に、混み合った森林の
一部を間引きします。

③間伐 （15年目～）

苗木の生育を妨げない
ように、雑草木を刈り
取ります。

（１～７年）

（50 ～ 60年）

（１年目）

間伐や主伐で切った木を林
道端まで集めた後、トラッ
クで運んでいきます。

集材・運搬

２

１

1_伐採や搬出のため作業道を作る　2_林
道まではフォワーダ（右）で木材を運ぶ

川上の仕事について聞きました
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　私の会社では木材を加工してパレットを作って
います。最初は建築材の加工をしていましたが、
いい木材の在庫を確保することや細かいニーズに
応えるのが難しくて止めました。
　今はパレットを専門に扱っていて、毎月300㎥

程度の木材を使っています。作ったパレットは関西や九州方面に流通し
ています。ここ数年は収益が横ばいですが、ほぼフル稼働なので見通し
はいい方です。ただバイオマス発電の関係で、低質材の単価が上がった
影響はあります。底値が上がり、私たちが使う材も単価が上がりました。
薄利多売で作れる量も決まっているので、正直しんどいです。パレット
を高く買ってもらえればいいですが、それはなかなか期待できません。

Interview④

大きな流れで林業を考える

木材単価が上がると経営が難しくなる
（有）平野製材所　平野　寛

ひろし

さん（太郎さん・右）

製材した木は、家の柱
や床、家具、パレット
などになります。

木材の利用

低質材などを細かく砕
き、小さな円筒形に圧縮
して作った木質燃料（ペ
レット）にします。

ペレット

原木市場などで買った
丸太を板や角材、合材
などに加工します。

製材

林業は川の流れのように、山から町につながっています。山を健全に育
て、林業を持続可能な産業にするためには、木を育てて切る人（川上）、
木材を加工する人（川中）、商品や燃料を販売する人（川下）へ木材が自
然に流れ、利益を山に還元することが必要です。ここでは木材がどのよ
うに作られ、どのように流れているのか、イラストで紹介します。

２

１

1_丸材を切って板にして、パレットを作る
2_作られた大量のパレット

川下の仕事について聞きました

山に
  光を――特集

木材を細かく砕いたチップ
やペレットなどの木質燃料
はボイラーや、ストーブの
燃料として使われます。

燃料として
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現
在
の
流
通
・
製
造
で
は
、
直
径
24

㌢
の
素
材
が
理
想
と
さ
れ
、
一
般
的
に

28
㌢
を
越
え
る
と
単
価
が
安
く
な
り
ま

す
。
理
由
は
製
材
所
の
機
械
に
入
ら
な

か
っ
た
り
、
移
動
費
や
処
分
費
、
手
間

な
ど
が
余
分
に
掛
か
っ
た
り
す
る
た

め
、
需
要
が
少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

太
い
木
が
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
ニ
ー
ズ
を
変
え
る
の
は
、
山
主
の

力
だ
け
で
は
難
し
い
で
す
。
加
工
や
流

通
に
携
わ
る
人
も
協
力
し
て
、
自
分
た

ち
が
主
体
に
な
る
市
場
を
つ
く
る
こ
と

が
解
決
の
糸
口
に
な
り
ま
す
。
地
域
を

良
く
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
考
え
る

べ
き
課
題
な
の
で
す
。

　　

内
子
町
に
は
50
年
以
上
の
木
が
多
く

あ
り
ま
す
。
山
主
が
頑
張
っ
て
手
入
れ

し
て
い
る
山
に
は
、
い
い
木
が
育
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
太
さ
が
30
㌢
を
越
え

る
の
で
、
単
価
が
安
く
な
る
―
―
。
本

来
は
一
番
評
価
さ
れ
る
べ
き
品
質
な
の

に
、
き
ち
ん
と
し
た
評
価
が
さ
れ
な
い

の
で
す
。
そ
う
い
う
木
が
、
こ
れ
か
ら

内
子
町
の
山
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
ま

す
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
い
と
、
内

子
町
の
林
業
に
明
る
い
未
来
は
見
え
て

こ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

内
子
町
の
人
た
ち
は
、
低
質
材
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
安
定

し
た
品
質
の
並
材
は
、
森
林
組
合
が
安

定
的
に
量
を
確
保
し
た
り
、
長
期
的
な

契
約
を
取
っ
た
り
す
る
丁
寧
な
営
業
で

販
売
量
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
残
る
課

題
の
一
つ
が「
ち
ゃ
ん
と
育
て
た
木
を

価
値
の
あ
る
木
と
し
て
流
通
さ
せ
る
」

こ
と
で
す
。
大
切
に
育
て
た
木
が
高
値

で
売
れ
る
な
ら
、
山
主
も
山
に
手
を
加

え
ま
す
。
い
い
木
を
育
て
る
た
め
に
間

伐
も
す
る
し
、
搬
出
す
る
た
め
に
他
の

木
も
切
る
よ
う
に
な
り
、
木
材
全
体
の

供
給
量
が
増
え
る
は
ず
で
す
。
山
側
が

主
体
的
に
価
格
を
決
め
る
仕
組
み
が
で

き
れ
ば
、
林
業
全
体
が
元
気
に
な
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

木
材
は
輸
送
費
が
か
さ
む
の
で
、
地

域
で
使
う
合
理
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
、

地
域
の
風
景
は
地
域
の
素
材
で
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
ち
が
美
し
け
れ
ば
、
山

並
み
も
美
し
い
の
が
本
来
の
姿
で
す
。

で
も
今
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
森
づ
く
り

が
離
れ
て
い
る
―
―
。
そ
の
距
離
を
縮

め
る
の
が
、
内
子
町
ら
し
い
林
業
の
在

り
方
だ
と
考
え
ま
す
。
山
で
育
っ
た
木

に
合
わ
せ
て
、
流
通
や
ま
ち
づ
く
り
を

変
え
る
。
そ
ん
な
仕
組
み
が
、
持
続
可

能
な
地
域
を
創
生
し
、
美
し
い
内
子
町

を
未
来
に
つ
な
ぐ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
太
い
木
が
安
い
の
か

内
子
町
に
も
同
じ
課
題

合
わ
せ
技
で
最
大
の
効
果
を

山
並
み
な
き
町
並
み
は
な
い

林
業
の
課
題
は
複
雑
で
、

山
側
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
山
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

ま
ち
全
体
を
良
く
す
る
。

そ
ん
な
視
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
―
―

（株）トビムシ
代表　竹本　吉

よ し て る

輝さん

地域資産としての森林に光をあ
てることで持続可能な地域再生
の実現を目指し、森林価値を高
める多角的な事業を展開中

Interview⑤

あたたかな光で
　山と人と町を育てる

山に
  光を――特集
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山
を
育
て
る
こ
と
は

資
源
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

土
壌
を
保
全
し
、
土
砂
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。

水
を
蓄
え
る
豊
か
な
森
を
育
て
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

町
や
地
球
の
環
境
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

自
然
を
相
手
に
す
る
大
変
な
仕
事
だ
け
れ
ど

林
業
の
道
に
進
む
人
々
は
、

そ
の
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
―
―

森
を
育
て
、
人
を
育
て
、
町
を
育
て
る
た
め
に
、

暗
か
っ
た
山
に
光
が
差
し
込
む
よ
う
に
、

私
た
ち
が
も
っ
と
山
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

そ
れ
が
林
業
の
明
日
を
照
ら
す
、

あ
た
た
か
い
光
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

光
が
差
し
込
む
現
場
か
ら
―
―

（写真）若者の力で林業を支える（株）藤岡林業の皆さん：右から宮内　聖
さとる
さん、日野林　雄

ゆうだい
大さん、西川　健

けんたろう
太郎さん

2017. 10   広報うちこ  9
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リ
ズ
ム
体
操
で
「
笑
い
」
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

（
右
か
ら
）高
岡
さ
ん
、大
野
な
つ
き
さ
ん
、

大
野
春
陽
さ
ん
、
明
智
さ
ん

笑
い
の
チ
カ
ラ
で
健
康
に
―
―

「
内
子
町
健
康
ま
つ
り
２
０
１
７
」

　

健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高

め
る「
内
子
町
健
康
ま
つ
り

２
０
１
７
」
は
９
月
２
日
、

共
生
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず「
高
池
健
康
づ
く
り

優
良
賞
」の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
堀
本
益ま

す
ゆ
き幸

さ
ん
ら
10
人

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で

は
（一財）
新
居
浜
精
神
衛
生
研
究

所
豊
岡
大
病
院
院
長
の
枝
廣

篤あ
つ
ま
さ昌
さ
ん
が「
笑
い
の
チ
カ
ラ

笑
っ
て
心
も
か
ら
だ
も
健
康

に
」と
題
し
て
登
壇
。
芸げ

い
の乃

虎こ

や
志し

の
高
座
名
で
落
語
を

披
露
し
、「
笑
い
は
自
律
神

経
を
調
整
す
る
。
作
り
笑
い

で
も
効
果
は
あ
り
、
一
人
よ

り
も
大
勢
で
笑
う
と
さ
ら
に

効
果
的
」と
話
し
ま
し
た
。

全
国
の
強
敵
た
ち
への
挑
戦
権
を
獲
得

「
全
日
本
小
学
生
女
子
相
撲
大
会
」へ
―
―

　
「
愛
媛
県
小
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
」が
８
月
６
日
、愛

媛
県
総
合
運
動
公
園
で
開
か

れ
、
大
野
春は

る
ひ陽
さ
ん（
内
子

小
６
）と
明
智
千ち

な
つ夏
さ
ん（
大

瀬
小
５
）が
優
勝
、
大
野
な
つ

き
さ
ん（
天
神
小
６
）と
高
岡

幸こ

と

は

音
羽
さ
ん（
大
瀬
小
３
）が

準
優
勝
し
ま
し
た
。４
人
は
10

月
15
日
に
大
阪
府
で
開
か
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

監
督
の
泉
清せ

い
い
ち一

さ
ん
は「
全

国
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い
。

負
け
て
も
い
い
の
で
、
自
分
の

力
を
出
し
切
っ
て
ほ
し
い
」と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
初
出

場
の
高
岡
さ
ん
は「
緊
張
す
る

け
れ
ど
、
楽
し
み
。
一
つ
で
も

多
く
勝
ち
た
い
」と
意
気
込
み

ま
し
た
。

災
害
時
支
援
の
協
定
書
を
手
に
す
る
山

本
大
樹
会
長
と
稲
本
隆
壽
町
長

内
子
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
ア
ー
ト
に

「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
」の
準
備
着
々
―
―

　

10
月
28
・
29
の
両
日
に
開

か
れ
る「
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

内
子
」。
日
本
の
ど
こ
か
で

数
日
だ
け
オ
ー
プ
ン
す
る
特

別
な
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

愛
媛
県
で
は
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
す
。「L

ラ
イ
フ

ife i

イ
ズ

s A

ア
ー
ト

rt

」
を

テ
ー
マ
に
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
２

つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ

フ
・
高
田
裕ゆ

う
す
け介

さ
ん
が
内
子

町
に
息
づ
く
暮
ら
し
の
美
を

食
事
で
表
現
し
ま
す
。

　

こ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト

の
食
材
探
し
が
９
月
４
～
６

日
、
町
内
で
行
わ
れ
、
案
内

人
を
務
め
る
東
洋
文
化
研
究

家
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ
ん

と
高
田
シェフ
、ス
タ
ッフ
な
ど

が
会
場
予
定
地
を
視
察
し
た

他
、
道
の
駅
や
農
園
を
訪
れ

て
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
や
食

材
の
味
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
の
大
類
知と

も
き樹

さ
ん
は「
景
観
ま
で
考
慮
し

た
持
続
的
な
農
林
産
業
の
在

り
方
は
、
国
内
の
山
間
地
域

の
い
い
モ
デ
ル
に
な
る
」
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

1

1_梨の味を確認する高田シェフ　2_キジ肉を振る舞う崎
野利
としゆき

行さん　3_生産のこだわりを話す大程久
く す お

壽男さん

3 2
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え
ひ
め
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
ス
ポ
ー
ツ

&
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

　
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国

体
」
の
開
催
ま
で
１
カ
月
と

な
っ
た
９
月
、
内
子
町
内
で

開
催
を
盛
り
上
げ
る
行
事
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョン
ス
ポ
ー
ツ「
パ
ラ
グ
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
」
が
、
神
南
山
フ
ラ

イ
ト
エ
リ
ア
で
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
愛
好
者
な
ど

43
人
は
神
南
山
北
離
陸
場
か

ら
次
々
と
飛
び
立
ち
、
小
田

川
緑
地
公
園
着
陸
場
に
設
置

さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
着
陸

す
る
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
「
え
ひ
め
国
体

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
会
場
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
城

の
台
公
園
で
行
わ
れ
、
あ
じ

さ
い
会
な
ど
３
団
体
約
40
人

が
参
加
。
草
刈
り
や
道
路
の

清
掃
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

同
国
体
実
行
委
員
会
事

務
局
長
の
亀
沖
明あ

き
よ
し義

さ
ん
は

「
国
体
開
催
前
に
植
栽
や
清

掃
、
応
援
の
ぼ
り
旗
づ
く
り

な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
が
協

力
し
て
く
れ
た
。皆
さ
ん
の
思

い
に
感
謝
し
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。1_離陸直前に色鮮やかなグライダーを広げる選

手　2_城の台公園の斜面の草を刈る皆さん

１

２

　

内
子
町
と
愛
媛
県
行
政
書

士
会（
山
本
大ひ

ろ
き樹

会
長
）
は

９
月
19
日
、「
災
害
発
生
時

に
お
け
る
被
災
者
支
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
協
定
書
に
は
、
被
災
者

支
援
の
相
談
窓
口
の
設
置
や

行
政
書
士
会
の
会
員
を
内

子
町
に
派
遣
す
る
な
ど
の
内

容
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
は「
災
害
時

に
は
、
様
々
な
行
政
手
続
き

が
発
生
す
る
。
今
回
の
協
定

は
、
町
民
の
生
活
再
建
と
復

興
の
力
に
な
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
山
本
会
長
は「
締
結
だ

け
で
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
体
制
づ
く
り
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
固

い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
行
政
手
続
き
を
支
援

愛
媛
県
行
政
書
士
会
と
協
定
を
締
結

災
害
時
支
援
の
協
定
書
を
手
に
す
る
山

本
大
樹
会
長
と
稲
本
隆
壽
町
長

伝
え
た
い
思
い
を
英
語
で
声
高
々
と

「
内
子
町
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
」

  

「
第
15
回
内
子
町
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
」（
内
子
町
教
育

委
員
会
、（公財）
内
子
町
国
際
交

流
協
会
主
催
）が
９
月
25
日
、

内
子
座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
４
校
か
ら
12
人
が

出
場
し
、
ふ
る
さ
と
や
家
族
、

将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
の

思
い
を
、
流
ち
ょ
う
な
英
語

で
伝
え
ま
し
た
。

見
事
１
位
に
輝
き
、
表
彰
状
を
受
け
取

る
松
森
さ
ん（
中
央
）

1位
松森美

み う

羽さん（小田中３年） 
「Wonderful people」

2位
靏田　奏

そう

さん（小田中３年） 
「The importance of appreciating others」

3位 征見真
まさき

咲さん（大瀬中３年） 
「To succeed, you must try.」

大会結果
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　林業学習型イベント「ワンツーツリーフォレスト！」（同
実行委員会主催、武田惇

しゅんすけ

奨実行委員長）が８月 27 日、
ソルファオダスキーゲレンデで開かれました。「林業学習」
をテーマとした初めての試みに、200 人以上の親子連れ
が参加し、夏休み最後の日曜日を楽しました。
　会場には木材搬出を疑似体験する「こどもきこり市場」
をはじめ、林業重機を使った丸太積み、廃材を利用した
木工体験、森林探険など、子どもたちも楽しく林業と触
れ合える催しがいっぱい。参加者は「機械に乗れるのが
楽しかった。子どもも大人も夢中になれた」「森林に囲
まれて癒される。また来年も来たい」と満足そうに話し
ていました。
　地域おこし協力隊でもある武田実行委員長は「初めて
の試みだったけれど、町内外から参加してもらい、手応
えを感じた。協力いただいた皆さんの林業や地域への熱
い思いを伝えられたのが何よりの成果。次回はもっと林
業体験企画を盛り込み、山林の活用や林業の振興に努め
たい」と感謝の気持ちと今後の意気込みを述べました。

小田深山で林業を楽しく学ぶイベント

「ワンツーツリーフォレスト！」を初開催

1_小型バックホウを使ったボールすくい　2_大人も
子どもも大興奮。林業重機「グラップル」の丸太早積み
競争　3_いろいろな物が作れる木工体験　4_木材を
切って運ぶとジュースがもらえる「こどもきこり市場」

　「中四国ターゲットバードゴルフ大会」が９月３日、小田
川緑地公園で開かれました。中国・四国地方の９県から
153人が出場し、一般男子・女子・シニアの３部門で腕を
競いました。大会ではまず、愛媛ターゲットバードゴルフ協
会会長の小野正

まさあき

昭さんが「のびのびと競技して、友好を
深めてほしい」とあいさつ。参加した選手たちは互いのプ
レーに一喜一憂しながら勝負を楽しんでいました。

秋空に響く「ナイスショット」
内子町で中四国ターゲットバードゴルフ大会

　立川志の輔さんの弟子、立川志の春さんの落語会が９
月10日、内子座で開かれました。志の春さんは公演日を
含めて５日間、内子町に滞在し学校や福祉施設で訪問公
演をした他、町民を対象とした落語講座を行っています。
　公演では講座の受講生６人が成果発表をした後、志の
春さんがプロの話芸を披露。内子町での経験を交えた話
で、観客の笑いを誘っていました。

落語の楽しさを体感しよう

「立川志の春落語公演」「落語講座」

見事なバンカーショット

立川志の春さん（右）と成果を披露した受講者の皆さん

1
23

4
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　「棚田オーナー稲刈り」（泉谷地区棚田を守る会主催、
上岡満

み つ え

榮会長）は９月10日、御祓地区泉谷の棚田で行わ
れました。同会では平成16年度から、都市との交流を図
りながら棚田を守ろうと「棚田オーナー制度」を導入し
ています。今年も大学生や子どもを含む13組・30人が参
加。田植えから稲刈りまで年４～５回の作業をし、棚田
で米をつくる大変さや収穫の喜びを分かち合いました。

収穫の喜びを感じる汗と笑顔――
泉谷で棚田オーナーが稲刈り体験

　11 月３日から開かれる「上岡美平没後 80 周年企画展」
（同実行委員会、山田清

きよあき

昭実行委員長）を盛り上げよう
と９月 20 日、住民有志 12 人が上岡美

みへい

平の生家の清掃活
動を行いました。山田実行委員長は「80 年前のアトリ
エを再現し、絵だけでなく当時の空気を感じる展示にし
たい。参加してくれた皆さんのおかげで、当日が楽しみ」
と笑顔で話しました。

美平が生きた時代の息吹を感じてほしい

住民有志が没後80周年企画展の会場準備

　持続可能な社会を目指すことを目的に「ローカルＳ
エスディージーズ

ＤＧｓ
をつくろう」（内子町他主催）が９月23・24 の両日、内子
町民会館で開かれました。参加者はワークショップなどを
通して、地域の課題や解決に向けての意見を出し合いまし
た。内子町から参加の塩川まゆみさんは「ＳＤＧｓが掲げ
ている目標は、誰もが目指したいものばかり。もっとたく
さんの人に広まれば」と今後の展開に期待しました。

子どもたちに残す未来をカタチに――
持続可能な社会を地域から目指す

地域の課題を洗い出すワークショップ

たくさんの実りを喜びながら、笑顔で収穫

窓ふきや障子の張り替えをする参加者の皆さん

滋賀県の楽団ムジカンテン・アム・ゼーによる演奏

ドイツの食と文化を堪能

「ドイツフェスタ2017」

　今年で５回目となる「ドイツフェスタ2017」（同実行委員
会主催）が９月23日、内子自治センター内の子広場で開
かれ、約1,500人の来場者で賑わいました。ドイツ民族衣
装のファッションショーや楽団の演奏などが会場を盛り上げ
た他、室内ではローテンブルク市の町並みを再現したミニ
チュアを展示。大洲市から来た女性は「陽気な雰囲気の
中で、ドイツビールや料理を味わえた」と笑顔でした。



住人十色 第100回　特別版

毎月、内子町で注目された人を取り上げ、その活躍や思いを紹介する「住人十
色」のコーナー。平成21年５月に始まり、今月で100回目を迎えることができ
ました。今回は内子町小田出身の映画監督・冨永昌

ま さ の り

敬さんを迎えた特別版です。

Ｑ
映
画
監
督
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ 

か
け
は

　
「
さ
あ
大
学
受
験
だ
」
と
い
う
時
期

に
、
一
番
興
味
が
あ
っ
た
の
が
映
画

だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に

映
画
の
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
で
も
小

田
中
学
校
時
代
に
は
、
文
化
祭
で
同
級

生
と
寸
劇
の
よ
う
な
も
の
を
企
画
し
て

上
演
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
人
に
面
白

い
も
の
を
見
せ
た
い
、
楽
し
ま
せ
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
そ
の
頃
か
ら
あ
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
地
元
に

残
っ
て
い
た
ら
、
内
子
座
や
ス
バ
ル
で

映
画
や
演
劇
を
や
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ
映
画
監
督
は
ど
ん
な
仕
事
で
す
か

　

実
は
撮
影
と
い
う
の
は
全
行
程
の

う
ち
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
、
そ
れ
以
外

は
、
ひ
た
す
ら
ど
ん
な
映
画
を
作
る
か

を
考
え
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
考
え
る

の
が
仕
事
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ら
、

極
端
に
い
え
ば
睡
眠
中
以
外
は
仕
事
中

で
す
。
オ
ン
と
オ
フ
の
区
別
が
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
観
客
が
面
白
が
っ
て
く
れ

た
と
き
は
、
よ
う
や
く
緊
張
が
解
け
て

ホ
ッ
と
し
て
、
こ
の
仕
事
の
こ
と
が
誇

ら
し
く
思
え
て
き
ま
す
。

Ｑ
小
田
で
過
ご
し
た
思
い
出
は

　

ナ
イ
タ
ー
の
明
か
り
が
特
に
思
い

出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
運
動
場

の
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
つ
い
て
い
る
と
、

な
ぜ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て

も
、
実
際
は
た
だ
大
人
た
ち
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い
た
だ
け
な
の

で
す
が
、
そ
の
明
か
り
を
遠
く
か
ら
見

て
、
暗
い
空
が
ぼ
ん
や
り
明
る
く
な
っ
て

い
る
と
、
な
ぜ
か
想
像
が
膨
ら
ん
だ
わ
け

で
す
。
も
し
か
す
る
と
お
祭
り
を
や
っ
て

る
の
か
も
し
れ
な
い
、
そ
こ
だ
け
都
会
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
み
た
い
に
。

暗
闇
の
中
の
明
か
り
か
ら
生
ま
れ
る
イ

メ
ー
ジ
と
い
う
意
味
で
は
、
夜
釣
り
で
使

う
電
気
ウ
キ
も
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。
父

と
海
釣
り
に
行
く
と
、
電
気
ウ
キ
の
赤
い

光
が
水
面
か
ら
沈
ん
で
見
え
な
く
な
っ
た

と
き
、
い
ま
水
の
中
で
ど
ん
な
魚
が
エ
サ

を
く
わ
え
て
る
ん
だ
ろ
う
と
、
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
ま
あ
、
釣
り
上
げ
て
み
る
と

た
い
て
い
は
小
魚
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
！

Ｑ
今
後
ど
ん
な
作
品
を
作
り
た
い
で
す
か

　

い
つ
か
愛
媛
県
を
舞
台
に
し
た
サ
ス
ペ

ン
ス
映
画
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

『南瓜とマヨネーズ』。臼田あさ美
さん（右）と太賀さん（中央）

撮影現場でカメラアングルを確認
する冨永さん

『南瓜とマヨネーズ』の現場。本番
前のテスト中の様子

Special Edition

弟の吉
よしひろ
宏さん（右）と遊ぶ、幼少の

頃の冨永さん。気の小さいお調子
者だったそうです

広報うちこ   2017. 10  14



て
、
も
ち
ろ
ん
内
子
町
で
も
撮
影
す
る
つ

も
り
で
す
。
た
だ
、
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
な

の
で
、
犯
人
が
捨
て
た
拳
銃
が
小
田
川
に

沈
ん
で
い
る
と
か
、
小
田
深
山
の
深
い
森

に
死
体
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い

う
不
謹
慎
な
シ
ー
ン
に
な
り
そ
う
で
す
。

で
も
地
元
の
皆
さ
ん
、
面
白
い
映
画
に
す

る
の
で
怒
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
！

Ｑ
内
子
町
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

で
は
一
言
。「
内
子
町
を
舞
台
に
し
た

シ
ー
ン
の
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」と

い
う
の
は
ま
だ
ま
だ
気
が
早
い
で
す
が
、

僕
は
自
分
に
で
き
る
方
法
で
、
い
つ
か
大

好
き
な
故
郷
を
に
ぎ
や
か
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
映
画
の
撮
影
な
ん
て
一

瞬
で
す
が
、
僕
は
地
元
の
シ
ー
ン
で
は
普

段
は
言
わ
な
い
ワ
ガ
マ
マ
も
、
地
元
だ
か

ら
こ
そ
言
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の

で
、ど
う
か
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。本
当

に
気
が
早
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
映
画
作

り
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

1975年生まれ。小田高校卒
業後に上京。日本大学で映
画演出を学び、2000年から
作品制作を開始。劇映画、ド
キュメンタリー、テレビドラマ
など、分野を問わず活動中。

『南瓜とマヨネーズ』

『素敵なダイナマイト 
 スキャンダル』

●出演：臼田あさ美、太賀、
　オダギリジョーほか
※シネマサンシャイン大街道
　で12月９日から公開。

●出演：柄本佑、前田敦子、  
　三浦透子、尾野真千子ほか
※来春以降公開予定。

冨永監督作品の上映情報

プロフィール

『素敵なダイナマイトスキャンダル』の
撮影現場。左は主演の柄本佑さん

同じく『素敵なダイナマイトスキャ
ンダル』の撮影現場

冨永 昌敬さん
Tominaga Masanori

職業：映画監督

10代の頃の夢は文筆家――
　でも今は、この仕事が誇らしい
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な

ろ

ば

ひ

み

ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH

広報うちこ   2017. 10 16

大
久
保
真し
ん
い
ち一

さ
ん
（
35
）

＝
妙
見
＝

①ナイロン袋に米、冷凍むきエビ、
ミックスベジタブル、水を入れる／
②バターとコンソメ、塩こしょうを入
れ、よく混ぜる／③ナイロン袋の空
気を抜き、輪ゴムでしっかりと閉
じておく／④鍋にお湯を沸かし、
鍋肌にナイロン袋が直接当たらな
いようにザルを入れたところに③
を入れ、30分加熱したら完成 

●作り方

神山　勝
か つ み

美さん
＝内子 14 ＝

●作った人

  

白
球
を
追
う
大
人

エビピラフ

米　　　　　   60㌘
水　　　　　   80ml
冷凍むきエビ    30㌘
ミックスベジタブル

20㌘
バター　小さじ１杯
コンソメ小さじ1/3杯
塩こしょう　　 適量
乾燥パセリ　　 適量

●材料（１人分）

野球部ＯＢと写る大久保さん（前列右から２番目）

９月号掲載のリレーエッセイ、丸山健二さんの年齢に誤りがありました。
お詫びして訂正します。誤：（29）→正：（37）

お詫び
と訂正

　

皆
さ
ん
は「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子

園
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
全
国

の
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
出
身

校
別
に
同
窓
会
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
世
代
や
キ
ャ
リ
ア
の
壁
を
超

え
、
高
校
野
球
の
夢
舞
台
、
甲
子

園
を
目
指
す
大
会
で
す
。

　

私
は
五
十
崎
中
学
校
、
大
洲
農

業
高
等
学
校
で
野
球
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
高
校
最
後
の
夏
の

大
会
で
は
、
開
会
式
で
選
手
宣
誓

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
二
回

戦
で
敗
退
し
、
悔
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
高
校

野
球
三
年
間
で
し
た
。

　

結
婚
後
も
、
家
族
の
理
解
も
あ

り
、
草
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
、

母
校
で
あ
る
大
洲
農
業
高
校
野
球

部
Ｏ
Ｂ
で
結
成
す
る
チ
ー
ム
が
、

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
へ
参
加
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
秋
ご
ろ
か

ら
活
動
を
始
め
、
週
１
回
の
練
習

を
重
ね
る
度
に
、
参
加
者
が
増
え

て
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
よ
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
９
イ
ニ
ン
グ
制
で
行
わ

れ
ま
す
。
前
半
は
35
歳
以
下
、
後

半
は
36
歳
以
上
に
分
か
れ
て
行
い

ま
す
。
36
歳
以
上
で
も
、
元
気
な

人
は
フ
ル
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
最
年
長
68
歳
の
大
先
輩

も
、
元
気
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
チ
ー
ム
結
成
に
協
力
し

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当

に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
に
は
、
大
洲
農

業
高
校
野
球
部
出
身
の
人
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
世
代
を
超
え
た
仲
間
た
ち
と

共
に
、
白
球
を
追
い
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
次
は
、
石
田
誠
さ
ん
＝
中
町
＝
に

お
願
い
し
ま
す
。



2017. 10　広報うちこ  17

正
木
　
憩か

い

と人
く
ん
　
平
成

お
風
呂
大
好
き
♡　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
憩
人
で
す
☆

10.12

石田　浬
かいり

くん　西沖

２人のお姉ちゃんが大好き♡　こ
れからもいっぱい遊んでね！

10.13

峯
下
　
希ま

れ空
ち
ゃ
ん
　
和
田

い
つ
も
笑
顔
の
ま
れ
ち
ゃ
ん
！　

お
兄

ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

10.9 井
上
　
紗さ

り里
ち
ゃ
ん
　
妙
見

元
気
に
保
育
園
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
給

食
も
大
好
き
で
す
！

10.3

佐野　このみちゃん　宮原

好きな食べ物はブルーベリーだ
よ！

10.3

おめでとう
はじめての
バースデー

HAPPY BIRTHDAY

10月に満１歳になる
子どもたちを紹介します。

「いのちの授業」赤ちゃんとママ・パパを募集します
命の大切さ、親の思いを次の世代へ――

　子どもたちに命の大切さを伝え、自分自身や
人に対して優しい心を養ってもらう「いのちの
授業」を開催します。赤ちゃんの持つ人を幸せ
にする力、愛を注ぐ親の気持ち、産み育てるこ
と、中学生と交流しながら、かけがえのない命
の大切さを伝えるお手伝いをしてみませんか。
●日時　11月10日（金）
●時間　午前10時10分～ 11時30分
●場所　内子中学校体育館　柔道場
● 内容　グループに分かれて、内子中学校の３
年生に赤ちゃんを抱っこさせてあげたり、一
緒に遊んだり、育児の話をして交流します。
●対象　おおむね４カ月～１歳の赤ちゃんと保
　護者
● 申込方法　10月20日（金）午後５時までに、 過去に開催した「いのちの授業」の様子

内子町子育て支援センターへご連絡ください。
※�当日、会場には授乳室とおむつ替えのスペー
スを用意しています。

【申込・問い合わせ】
内子町子育て支援センター
☎０８９３（４４）６３５５



内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR
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外国語指導助手

ピーター・コール
Peter Cole

伊予高校吹奏楽部で頑張る内子町の４人

全日本吹奏楽コンクール全国大会出場

　「第 65回全日本吹奏楽コンクール全国大会」に出場
する伊予高校吹奏楽部。四国最多 24 回目の全国出
場を決めた名門には、内子町から田中果

かなん

南さん（３
年）、小田万

まひ ろ

絢さん（２年）、武岡祐
ゆう き

希さん（２年）、
坂見李

り り か

々香さん（１年）の４人が所属しています。
伊予高の演奏に憧れて進学を決めた彼女たち。90人
を超える部員と、日々切磋琢磨して頑張っています。
　四国支部大会について「プレッシャーがあった分、
全国出場が決まった瞬間は本当にうれしかった」と
田中さんが振り返ると、「初めてのコンクールで緊張
した」と小田さんと武岡さんが続けます。コンクー
ルの規定で演奏できるのは 55人まで――。１年生の
坂見さんは、先輩たちの演奏する姿に「来年、自分
も同じ舞台で演奏したいという気持ちが高まった」
と前を見据えます。田中さんは「私にとって、これ
が高校最後の演奏。全国の舞台で、歴代の先輩を超
える演奏をしたい。目指すは金賞です」と力強く語
ります。10 月 22 日、それぞれの思いを乗せた彼女
たちの演奏が、名古屋国際会議場に響き渡ります。

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

それぞれ楽器を手にする（右から）３年生の田中さん、２年
生の小田さん、武岡さん、１年生の坂見さん

愛犬、タフィーから学んだこと

　私の愛犬、タフィーを紹介しま
す。人懐っこくとてもかわいらし
い犬ですが、出会ったころは違い
ました。タフィーは元々、私の家
族の友人が飼っていました。タ
フィーも懐いていましたが、残念
ながら彼が病気で亡くなってし
まったのです。代わりに、私たち
家族がタフィーを飼うことにな
りました。当初、タフィーは怒っ
たりうなったりと、とても警戒し
ている様子でした。それでも、う
なったりしてはいけないと教え
ながら、優しく接するように心掛
けていると、次第にタフィーが心
を開くようになりました。あれか
ら５年――。タフィーは、今では
すっかり私たち家族の一員です。
　アイルランドでは、犬が家族と

一緒に家の中で過ごしたり、外を
走り回ったりすることは普通のこ
とです。タフィーも同じように過
ごしています。特に、暑い夏や寒
い冬に一日中外でつないでおくこ
とはかわいそうだとも考えられて
います。「自分が外にいたくない
天気であるならば、動物も同じで
ある」がルールです。
　一匹で外につながれている動
物を見ると、とても悲しくなりま
す。せめて悪天候のときには、家
の中に入れてあげてほしいです。
飼い主を亡くし、寂しい思いをし
ていたタフィーが心を開いてくれ
たのは、私たち家族の愛情があっ
たからではないでしょうか。ペッ
トが幸せに暮らすためには、飼い
主の愛情が必要だと思います。
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① 内子町観光振興拠点施設「○○○●
○」指定管理団体を募集します。
② 名門・茂山家と内子の子どもたちが
共演「茂山●○○○○内子座公演」

③ 命の大切さ、親の思いを次の世代へ
「○●○の授業」赤ちゃんとママ・
パパを募集します。
④ 「●○杏華さん」がテレビに初出演
⑤みんなで遊びに来てね
　「○○○☆●○○まつり」
⑥ 姉妹都市「○○○○○○●市」より
訪問団が来庁します。

「広報うちこ」10月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：10月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」12月号

答え「こうしえん」　正解数20
•宮内ミサヲさん　（内子13区）
•家藤　妙子さん　（田中）
•大本龍之介さん　（田中）
•松田　幸子さん　（宿茂）
•田中恵美子さん　（河内５）
•角田　好盛さん　（上立山）
•山本すづかさん　（上町）
•向井トヨ子さん　（川上）
•岩本　脩吾さん　（兵庫県）
•松田けんとさん　（大阪府）

●８月号当選者の皆さん

□2020年東京オリンピックの
メダルは、携帯電話などをリサ
イクルしてつくられると聞きま
した。内子町はこの取り組みを
行っていますか。（30代女性）
■リサイクル金属でメダルを
つくる「都市鉱山からつくる！
みんなのメダルプロジェクト」

に内子町も賛同しています。
回収ボックスは役場本庁（環
境政策室）に設置しています。
限りある資源を有効に活用す
るため、回収にご協力ください。

【問い合わせ】
環境政策室
０８９３（４４）６１５９

みんなのメダルプロジェクト

SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー

えひめクールチョイス

大作戦

　

省
エ
ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が

る
賢
い
選
択
・
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
。

愛
媛
県
は「
え
ひ
め
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
大
作
戦
」と
題
し
て
、３
つ
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
Ｃコ

ツ

コ

ツ

Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２
が
ん
ば
る
ポ
イ
ン
ト
》

　

11
～
12
月
の
期
間
中
、
無
料
で

家
庭
の
省
エ
ネ
対
策
を
提
案
す
る

「
う
ち
エ
コ
診
断
」を
受
け
、
家
庭

で
省
エ
ネ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
申
請

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
対

象
の
省
エ
ネ
家
電
を
購
入
す
る
際

に
、
ポ
イ
ン
ト
で
割
引
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
診
断
だ
け
で
も
、
１
㌫

の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http://eccca.or.jp/

《
ツ
ー
キ
ニ
ス
ト
の
拡
大
》

　

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
自
転
車

で
通
勤
や
通
学
を
す
る
、
ツ
ー

キ
ニ
ス
ト
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

「
え
ひ
め
ツ
ー
キ
ニ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」

の
会
員
に
な
っ
て
、
仲
間
と
楽
し

く
自
転
車
通
勤
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、
自
転
車
や
健
康
に
つ
い
て
耳

寄
り
な
情
報
を
受
け
取
れ
ま
す
。

《
温
泉
で
ほ
っ
！
と
シ
ェ
ア
》

　

家
族
で
温
泉
へ
出
か
け
る
こ
と

で
、
家
庭
の
お
風
呂
か
ら
出
る
Ｃ

Ｏ
２
を
減
ら
す
取
り
組
み
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
し
て
い
る

温
泉
・
銭
湯
施
設「
温
泉
シ
ェ
ア

ス
ポ
ッ
ト
」
で
、
お
得
な
特
典
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

愛
媛
県　

環
境
政
策
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
４
９



　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
☎０８９３（４４）４１９８
FAX　０８９３（４４）４１６７
　http://www.town.uchiko. 　
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：
毎週月曜日・月末整理日・年
末年始

●
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン
終
了

　

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
推

進
を
目
的
と
し
て「
第
10
回
夏
休

み
読
書
マ
ラ
ソ
ン
」を
内
子
、
五
十

崎
、小
田
の
３
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
人（
う
ち
中
学
生
12
人
）

が
参
加
し
、
１
４
１
人（
う
ち
中

学
生
４
人
）
が
完
走
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。　

●「
内
子
町
読
書
活
動
研
究
集
会
」

　
の
ご
案
内

　

読
書
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
今
年
は
町

内
の
中
学
生
と
一
緒
に
受
講
し
ま

す
。
託
児
室
は
共
生
館
内
に
あ
り

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時
　
11
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

共
生
館

▽
内
容

・
読
書
感
想
文
入
賞
者
表
彰

・
講
演　
「
こ
と
ば
の
力
～
し
っ

　

か
り
迷
っ
て
生
き
て
い
く
た
め

　

に
～
」

・
講
師　

重
松
清き

よ
し

さ
ん（
作
家
）

※
参
加
お
よ
び
託
児
を
希
望
す
る

　

人
は
10
月
20
日（
金
）
ま
で
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
10
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑤
》

▽
離
島
の
楽
園
・
イ
ー
ス
タ
ー
島

　

旅
行
記

　
（
国
際
交
流
員
ド
レ
ー
ン
・
ア
ル

　

ン
ト
さ
ん
）

  

文
学
講
座 

〜
屋
外
研
修
〜

▽
10
月
５
日
（
木
）

▽
集
合
　
午
前
７
時
50
分
　

▽
内
容
　
高
知
県
立
高
知
城
歴

　
史
博
物
館
、
赤
岡
町
文
学
散

　
歩（
絵
金
蔵
・
弁
天
座
）な

　
ど
の
研
修

▽
講
師
　
村
山
洋よ
う
こ子
さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　
10
月
７
日
　
ゆ
り
か
ご

　
　
　
14
日
　
む
し
こ
ま
ど

　
　
　
21
日
　
む
し
こ
ま
ど

           

　
　
　（
エ
コ
の
日
）　

　
　
　
28
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

化身の哭く森
吉田恭教／著

７年前に消息を絶った祖父の痕跡を
探すため、「入らずの山」に足を踏み
入れた大学生・優

ゆうと
斗と友人たちだっ

たが……奇想の本格ミステリー

おべんとうばこのなかから
中川ひろたか／文

原っぱにポツンと置かれたお弁当箱。
中からピョンピョンとウインナー、な
すがヒョコタンと出てきて……。リズ
ミカルなしりとり絵本

老いたら、笑顔
斎藤茂太／著

人生に大切なのは「笑顔」。軽く微笑
む「8割の笑顔」でいい。日常生活で
心をリフレッシュさせる意外なコツや
工夫などを紹介

青春は燃えるゴミではありません
村上しいこ／著

高校三年生の桃
ももこ
子はパティシエにな

る夢を持つが、家庭の事情が大きく
立ちはだかり……。高校生たちの青
春小説・三部作の完結編



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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　姉妹都市ドイツ・ローテンブルク市からケッレ
第3市長夫妻を含む訪問団21人が10月13 ～ 16
日までの４日間、内子町に滞在します。滞在中
は町並み散策や手すき和紙体験、日本酒工房の
見学などを行う予定です。

手
す
き
和
紙
体
験
を
す
る
訪
問

団
の
皆
さ
ん
（
27
年
度
）

姉妹都市ローテンブルク市より
訪問団が来町します

　今回は、国際交流員（ＣＩＲ）のドレーンさん
が講師です。今年１月に訪れたチリ・イースター
島について写真、パワーポイントなどを使って紹
介します。モアイ像で有名なイースター島です
が、その魅力はそれだけではありません。イー
スター島に思いを馳せてみませんか。
●日時　10月31日（火）
　　 　  午後７時～８時30分
●場所　内子自治センター
●対象　高校生以上
●参加費　200円
●定員　25人
●申込期限　10月23日（月）

来てね！

あなたの知らないイースター島
国際理解講座　

　内子町教育委員会と同国際交流協会が共催する
「青少年海外派遣事業」の派遣団員が決まりました。
　今回は12人の中学生が11月25日 ～ 12月４日ま
での10日間、姉妹都市ドイツ・ローテンブルク市、ス
ウェーデン・ストックホルムを訪問します。ローテン
ブルク市ではホームステイや学校訪問などの生活体
験や、まちづくりなどについての研修を行います。
ストックホルムでは大学生と交流し、英語でのコミュ
ニケーションに挑戦します。
　派遣団員は現在、事前研修をしています。内子町
のまちづくりやドイツ語などを勉強し、出発に向け
て準備を整えています。帰国後は、交流を通じて学
んだことや感想などを報告会で発表する予定です。

今回の派遣にあたり、内子ライオンズクラブ様
から団員１人分の寄附をいただきました。心よ
りお礼申し上げます。

第23回青少年海外派遣事業派遣団員が決まりました

第23回青少年海外派遣事業団員の皆さん
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ま
つ
り

各地の農業祭・文化祭で

内子の秋を楽しもう　

内子町各地の農業祭と文化祭をつなぐ「う
ちこわまつり」を開きます。実りの秋や芸
術の秋など、郷土色豊かな祭りです。３・
５日は無料バスを運行しますので、ぜひご
利用ください。

う
ち
こ

ぐるっと巡れる会場
無料バスで

【主な催し】
２～４日　文芸作品などの展示
　　３日　 バザー、アルプホルン演

奏、　映画上映会、餅まき　他
問実行委員会事務局
☎０８９３（４４）３０７３

◆ 内子自治センター

うちこ文化祭
11月３日（金）

【主な催し】
バザー、農産物販売、和太鼓演奏、
子どものゲーム、餅まき、菊花展
他

問石畳の宿
☎０８９３（４４）５７３０

◆ 石畳清流園

第26回石畳水車まつり
11月３日（金）

【主な催し】
バザー、農産物品評会、文芸作品の
展示、クロッケー大会、よさこい演
舞、餅まき　他
問立川自治会館
☎０８９３（４５）０８５1

◆ 立川自治会館

立川地区文化産業祭
11月３日（金）

日３

午前10時～午後３時
５３11月 日 日

日
・
金
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ぐるっと巡れる会場
無料バスで

【主な催し】
両日　文芸作品などの展示

５日　 小田川コットントン、バザー、
和太鼓演奏　他

問五十崎自治センター
☎０８９３（４３）１２２１

◆ 五十崎自治センター

第37回五十崎文化祭
11月４日（土）、５日（日）

【主な催し】
バザー、農産物の品評会、柿の種飛
ばし大会、柿の皮むき大会　他

問大瀬自治センター　
☎０８９３（４７）０１０２

◆ 大瀬商店街

大瀬農業祭柿まつり
11月５日（日）

【主な催し】
両日　文芸作品などの展示

５日　 とんかち広場、バザー、餅ま
き、魚のつかみ捕り　他

問実行委員会事務局
☎０８９２（５２）３１１１

◆ 道の駅せせらぎ・文化交流センタースバル

小田の郷ふるさとまつり
11月４日（土）・５日（日）

五十崎
文化祭

《無料周回バスを運行します》
　内子町内の農業祭・文化祭を楽し
む『うちこ「わ」まつり』は、各会場
をつなぐ無料バスが走ります。
●時刻表　バスは午前９時～午後３
　時に運行します。発着時間は、各
　会場のバス停でご確認ください。

※ 11月５日（日）に限り、国道379・
380号沿いの町営バスの停留所で
無料バスの乗り降りができます。
30 ～ 40分の間隔でバスが通りま
すので、ぜひご利用ください。

各日のバス経路 （どの会場からも利用できます）

ＪＲ内子駅

石畳

水車

まつり

立川

文化

産業祭

３日（金）

うちこ文化祭

小田の郷
ふるさとまつり

ＪＲ内子駅

大瀬
農業祭
柿まつり

５日（日）

日５



社協だよりVol.３

　毎年「赤い羽根共同募金」に温かいご協力をいただき、
ありがとうございます。今年も10月１日から全国一斉に
共同募金運動が始まります。
　内子町では500万円の募金目標額を定め、自治会長、
社協分会長などを通じて呼びかけを行います。皆さんの
ご協力をお願いします。
　募金は全て愛媛県共同募金会へ送り、愛媛県内の障害
者福祉施設、児童福祉施設、小規模作業所、社会福祉施
設などに配分されます。また28年４月14日に発生した
熊本地震災害への義援金として315万円が中央募金会か
ら拠出されるなど、自然災害の発生時にも活用されます。
　28年度は愛媛県内で２億6,166万（うち内子町は521万）
の募金が集まり、そのうち459万円が29年度に内子町社
協に配分されました。配分金の使途については７月14日
開催の共同募金配分委員会で、下記のとおり決定しまし
たのでお知らせします。

赤い羽根共同募金に
ご協力をお願いします

サロンとミニデイサービスに使うバスを購入

ボーイスカウトの皆さんが街頭で募金運動

₁自治会配分金事業［215万円］……24の自治会に下表のとおり配分。
₂地区社協配分金事業［150万円］……町内７つの社協分会に活動助成として配分。
₃児童青少年・ボランティア活動助成事業［６万円］……ボーイスカウト、精神保健ボランティアの活動助成。
₄地域啓発活動事業［８万円］……広報うちこへの掲載料など、活動の周知・啓発に使用。
₅歳末助け合い事業［40万円］……年末に一人暮らし高齢者世帯などに餅を配布し、見守り活動を実施。
₆その他の活動事業［40万円」……２月開催予定の内子町社会福祉大会などの事業費。

自治会名 配分額（円） 主な内容 自治会名 配分額（円） 主な内容
中 央 99,940 デジカメ他 五十崎龍王 92,875 エアコン
八 日 市 88,630 石油ファンヒーター他 五十崎新町 40,834 カラオケセット
廿 日 市 100,000 ヘルメット、丸釜戸他 五十崎中央 90,000 冷蔵庫
第 五 100,000 ノートパソコン、プリンター 東 沖 100,000 配食サービス、法被
城 廻 100,000 発電機 重 松 100,000 和座敷用椅子
立 川 100,000 イベント用法被 宿 福 88,375 ウォシュレット取り付け他
論 田 99,953 会議用テーブル 本 川 36,000 クリーナー、扇風機
石 畳 89,520 座椅子、座卓 上 川 100,000 座椅子、コンロ設置台
大 瀬 100,000 歴史資料８㍉映像デジタル化 南 山 83,500 平釜、平釜ふた
川 登 85,500 子ども用ライフジャケット 小 田 100,000 ワンタッチテント
村 前 91,400 バット、車載アンプ他 中 田 渡 100,000 ガス調理器、炊飯器他
池 田 100,000 エアコン 上 田 渡 61,200 座椅子

29年度赤い羽根共同募金・配分金の使い道

広報うちこ   2017. 10 24
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●
番
組
名　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

　

ア
ム
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」

●
出
演　

石
川
さ
ゆ
り
、
北
島
三
郎

　

三
田
杏
華
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】

小
田
自
治
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
７

　

小
田
出
身
の
演
歌
歌
手
・
三
田
杏

華
さ
ん
が
テ
レ
ビ
に
初
出
演
し
、「
ア

ン
コ
椿
は
恋
の
花
」（
カ
バ
ー
曲
）を

歌
い
ま
す
。
郷
土
の
星
・
三
田
杏
華

さ
ん
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
送
日
時　

10
月
22
日（
日
）
午

　

後
７
時
30
分
～
９
時

三
田
杏き

ょ

う

か華
さ
ん
が
テ
レ
ビ
に
初
出
演

年金の繰り上げ・繰り下げ請求 ～年金受給編～

Ｑ： 20歳から国民年金に加入し、もうすぐ60
歳になります。65歳前でも年金を受けることが
できますか

A：国民年金の老齢基礎年金は65歳から受け
るのが基本ですが、本人が希望すれば60歳から
でも受けることができます。これを「繰り上げ
請求」といいます。しかし繰り上げ請求の場合、
受ける年金額が65歳から受け始める年金額に
比べて、減額されます。
　減額率は繰り上げ請求した月から65歳にな
る月の前日までの月数で計算し、１カ月減るご
とに０．５㌫ずつ低くなります。減額は一生続くの
で注意が必要です。

Ｑ：それなら、65歳よりも遅く受給を始める場
合は、年金額が高くなるのですか
A：本人が希望する場合、65歳で年金の請求を

せず、66歳以降70歳までの間で受給を始める
こともできます。これを「繰り下げ請求」といい
ます。この場合、受ける年金額が65歳から受け
始めるときに比べ、増額されます。
　増額率は65歳になった月から繰り下げの申
し出をした月の前月までの月数に応じ、１カ月
増すごとに０．７㌫ずつ高くなります。増額率は一
生変わりません。

※繰り上げ請求を希望する人は、国民年金係の
　窓口にお問い合わせください。

【問い合わせ】
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

●
負
担
上
限　

４
万
４
４
０
０
円

※
た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長
期

　

間
利
用
し
て
い
る
人
に
配
慮
し
、

　

世
帯
内
全
て
の
65
歳
以
上
の
利
用

　

者
負
担
割
合
が
１
割
の
世
帯
に
年

　

間
上
限
額
44
万
６
４
０
０
円
を
設

　

定
。（
３
年
間
の
時
限
措
置
）

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の
負
担
上
限

額
を
定
め
て
い
ま
す
。「
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
」
と
は
、
そ
の
負
担
上

限
を
超
え
る
費
用
を
い
い
、
超
え
た

分
は
利
用
者
に
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

制
度
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象　

世
帯
の
ど
な
た
か
が
町
民

　

税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
が
変
わ
り
ま
す

＼　頑張
ります　

／

ねんきん　　＆
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※内子座のホームページからも購入できます。
※英語の解説をＦＭ受信機で聴くことができる公
　演です。
●主催　内子町文化創造事業実行委員会
●共催　内子町・内子町教育委員会

【販売・問い合わせ】
町並・地域振興課　伝統文化施設係
☎０８９３（４４）２１１８

●
対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
10

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ

　

の
際
、現
住
所
と
連
絡
先
を
お
知
ら

　

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

11
月
30
日（
木
）

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会（
内
子
分
庁
内
）

自
治
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

℻
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
３
７

　

gakusyujichi-s@
tow

n.uchiko.  

　

ehim
e.jp

　    

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出

を
祝
福
し
て「
内
子
町
成
人
式
」
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

30
年
１
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

平
成
30
年
内
子
町
成
人
式
の
ご
案
内

旧友と一緒に成人を祝おう

●
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

※
観
覧
に
は
同
館
の
入
館
料
・
大
人

　

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

　

か
つ
て
内
子
に
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
木
蝋
―
―
。
そ
の
生
産
に
活
躍
し

た「
立
木
式
蝋
搾
り
機
」
の
仕
組
み

を
紹
介
し
、
内
子
の
木
蝋
生
産
の
変

遷
と
道
具
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の

人
々
の
知
恵
を
伝
え
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
12
月
17
日（
日
）

木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸
第
４
回
企
画
展

「
蝋
を
搾
る 

―
―
立
木
式
蝋
搾
り
機
―
―
」

　狂言の名門・茂山千五郎家の公演です。内子
座創建100周年で初披露した内子オリジナルの
狂言『かみあそび』は、「内子こども狂言くらぶ」
が主体で演じます。ぜひご覧ください。　
●日時　11月23日（木）正午開場
●内容

《第１部・子ども狂言》
▷時間　午後０時30分～
▷内容　「附子」「かみあそび」

《第２部・茂山狂言》
▷時間　午後２時～
▷内容　「水掛聟」「棒縛り」「瓜盗人」
●チケット料金
▷指定席4,000円
▷自由席3,000円（中学生以下は1,500円）
▷親子券3,500円（大人１人と中学生以下１人）
※３歳以下は入場できません。

名門・茂山家と内子の子どもたちが共演

「茂山狂言内子座公演」

「棒縛り」の一場面 大蔵流狂言師
茂山千三郎さん
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●対象施設
▷名称　内子町観光振興拠点施設（「旅

た び り あ ん

里庵」）
▷所在地　内子300番地（ＪＲ四国内子駅構内）
▷指定管理者が行う業務観光情報の提供、特産
　品などの紹介・販売、手荷物預かり、レンタ
　サイクル、施設の維持管理および運営、その
　他観光振興に必要な業務
●指定期間　30年１月11日～ 35年１月10日
●応募資格　内子町内に本拠地を置く法人その
　他の団体で、同施設を健全・円滑に運営でき
　る団体
●指定管理の条件
▷内子町観光振興拠点施設条例と同規則に基づ
　き、正確で的確な情報提供を行うこと
▷毎日、午前９時～午後５時に開館すること
※町長の承認を得た場合は休館することができ
　ます。

●応募方法　所定の申請書に、事業計画などを添
　えて提出
※詳細は条例・規則をご確認ください。（提出先
　で閲覧可）
●応募期限　10月31日（火）
●受付時間　木曜日を除く午前９時～午後５時

【申請・問い合わせ】
内子町ビジターセンター
☎０８９３（４４）３７９０

内子町観光振興拠点施設「旅里庵」
指定管理団体を募集します

※
申
込
書
は
本
庁
・
内
子
分
庁
・
小

　

田
支
所
の
受
付
に
あ
り
ま
す
。
詳

　

細
は
内
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.jp/

●
募
集
期
限　

10
月
27
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】　

〒
７
９
５
―
０
３
９
２

内
子
町
平
岡
甲
１
６
８
番
地　

住
民
課　

国
保
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

●
募
集
人
員　

２
人

●
職
務　

保
険
税
率
な
ど
に
関
す
る

　

町
長
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申

●
委
嘱
期
間　

11
月
１
日
～
31
年
10

　

月
31
日（
２
年
間
）

●
応
募
資
格　

内
子
町
国
民
健
康
保

　

険
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

　

人
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き

　

る
人（
年
２
回
程
度
開
催
）

●
応
募
方
法　

作
文
と
所
定
の
申
込

　

書
を
郵
送
で
提
出

内
子
町
国
民
健
康
保
険
・
運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

　

野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
・
実
施
・
撮
影
に
伴
い
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
通
規
制
の
日
時

▽
10
月
27
日（
金
）午
後
３
時
～
８
時

▽
10
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　

正
午
～
午
後
10
時
30
分

※
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

※
28
・
29
日
の
午
後
６
時
～
終
了
ま

　

で
は
通
行
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
伴
い

町
並
み
保
存
地
区
の
一
部
を
交
通
規
制
し
ま
す

10月28日・29日午後６時～午後10時30分
10月27日（金）午後３時～８時／28・29日正午～午後６時

◆車両通行止めになる区間
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●
日
時　

10
月
14
日（
土
）午
前
９
時

　

30
分
～
正
午（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

五
十
崎
児
童
館「
き
ら
り
」、

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
か
い
と
」

●
内
容　

ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、
お
楽

　

し
み
抽
選
会
な
ど

※
駐
車
場
は
豊
秋
橋
下
の
河
川
敷
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
五
十
崎
児
童
館「
き
ら
り
」

☎
０
８
９
３（
４
４
）２
０
０
１

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
か
い
と
」

☎
０
８
９
３（
５
９
）２
１
３
７

●
日
時　

10
月
26
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　
「
地
元
に
学
ぶ
地
元
学
」

●
講
師　

笠
松　

浩ひ
ろ
き樹

さ
ん（
愛
媛

　

大
学
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

　

科
・
講
師
）

●
内
容　

各
地
の
事
例
か
ら
、 

地
元

　

が
元
気
に
な
る
秘
訣
を
話
し
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
主
催　

内
子
町
教
育
委
員
会　

他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
自
治
・
学
習
課

自
治
振
興
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
日
時　

10
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

加
戸
病
院　

２
階
研
修
室

●
演
題　
「
元
気
高
齢
者
を
育
む
医

　

療
・
介
護
そ
し
て
地
域
」

●
講
師　

櫃ひ
つ
も
と本　

真し
ん
い
ち聿

さ
ん（
四
国

　

医
療
産
業
研
究
所　

所
長
）

●
参
加
費　

無
料

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

（
医
）弘
友
会
加
戸
病
院

☎
０
８
９
３（
４
４
）５
５
０
０

　

内
子
町
論
田
出
身
で
名
誉
町
民
の

米
田
吉よ

し
も
り盛
氏
の
功
績
を
伝
え
る
パ
ネ

ル
や
愛
用
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

《
記
念
公
演
》

●
日
時　

11
月
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

●
講
師
／
演
題
　
内
田　

青せ
い
ぞ
う蔵
さ
ん

　
（
神
奈
川
大
学
工
学
部
教
授
）
／

　
「
内
子
と
横
浜
の
町
並
み
―
伝
統

　

を
未
来
に
繋
げ
る
町
づ
く
り
―
」

《
企
画
展
》

●
内
子
東
自
治
セ
ン
タ
―

▽
日
時　

11
月
12（
日
）～
19
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
日
時　

11
月
24（
金
）～
29
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

米
田
吉
盛
氏
企
画
展
実
行
委
員
会

（
内
子
東
自
治
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
３
６

　

愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
を
自
転

車
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
無
料

の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

11
月
12
日（
日
）

《
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
》

●
時
間
　
①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

●
定
員　

各
20
人

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
期
限
　
10
月
30
日（
月
）

《
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
の
お
も
て
な
し
》

●
場
所　

道
の
駅
か
ら
り
／
道
の
駅

　

せ
せ
ら
ぎ
／
五
十
崎
凧
博
物
館
／

　

ま
ち
の
駅
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ

●
内
容　

飲
物
の
サ
ー
ビ
ス
、
記
念

　

品
の
配
布（
個
数
限
定
）

《
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
無
料
》

●
場
所　

旅
里
庵
／
町
並
駐
車
場
／

　

ま
ち
の
駅
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ

※
各
所
で
、
先
着
５
台
ま
で
。

●
主
催
　
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３（
４
４
）３
７
９
０

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね

「
き
ら
り
☆
か
い
と
ま
つ
り
」

11
月
12
日
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

「
内
子
さ
ん
ぽ
」
を
楽
し
も
う

し

催

加
戸
病
院「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

「
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
in
内
子
」
の
お
誘
い

神
奈
川
大
学
創
立
の
祖

「
米
田
吉
盛
展
」

みんなで楽しもう

米田　吉盛氏

自転車で散策しよう
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《
主
な
内
容
》

▽
11
月
10
日（
金
）

◦
時
間　

午
後
７
時
～

◦
内
容　

人
権
講
演
会「
人
権
文
化

　

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
～
阪

　

神
・
淡
路
大
震
災
が
教
え
た
も
の
」

◦
講
師　

中
尾
由ゆ

き

お

喜
雄
さ
ん（
全
国

　

隣
保
館
連
絡
協
議
会
常
任
顧
問
）

◦
参
加
費　

無
料

▽
11
月
11
日（
土
）

◦
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◦
内
容　

福
祉
館
講
座
な
ど
の
作
品

　

展
示
、
バ
ザ
ー
、 

餅
ま
き
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３（
４
４
）３
４
１
０

   

愛
媛
労
働
局
は
県
内
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る「
愛
媛
県
最
低
賃

金
」
を
改
正
し
、
10
月
１
日
か
ら
施

行
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
よ
り
、

10
月
１
日
以
降
分
の
賃
金
は
、
1
時

間
あ
た
り
７
３
９
円
以
上
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
９（
９
３
５
）５
２
０
５

▽
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４（
２
２
）１
７
５
０

　
「
火
の
用
心
／
こ
と
ば
を
形
に
／
習

慣
に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
期
間

中
、
内
子
消
防
署
は
住
宅
防
火
診
断

や
車
両
広
報
、
防
火
対
象
物
の
立
入

検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

•
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
︒

•
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い
︒

•
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
と
き
は
︑
そ

　
ば
を
離
れ
な
い
︒

•
風
が
強
く
︑
空
気
が
乾
燥
し
て
い

　
る
と
き
は
︑
た
き
火
を
し
な
い
︒

◦
放
火
を
防
ぐ
た
め
︑
家
の
周
囲
に

　
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
︒
郵

　
便
受
け
に
郵
便
物
を
た
め
な
い
︒

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９　

　

10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」

で
す
。
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た

め
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

18
～
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
録
窓
口
開
設
日　

毎
週
月
曜
日

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

30
年
度
中
に
交
付
が
始
ま
る「
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の
図
柄

選
定
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
愛
媛
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

10
月
31
日（
火
）

　

http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/h12900/

　

m
icannum

ber.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
地
域
政
策
課　

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
３
５　

　

chiikiseisak@
pref.ehim

e.lg.jp

自
動
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

図
柄
に
対
す
る
意
見
募
集

う
ち
こ
福
祉
館
ま
つ
り

愛
媛
県
最
低
賃
金
を

１
時
間
７
３
９
円
に
改
定

あ
な
た
が
救
え
る
命
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を

11
月
９
〜
15
日
は

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

知

ら

せ

お

宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境
対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために
使われます。

上記の２種を含め、全部で５種類
の図案に対する意見を募集中
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かからない、うつさない、インフルエンザ

　ウイルスの増殖を抑える薬は、発症から48時間
以内に服用するのが効果的です。早めに医療機関
を受診することや自宅で安静にし、栄養と水分を
十分にとることが大切です。熱が下がった後も、
最低２日間は自宅で静養しましょう。

《かからないために －６つの予防対策－》
①予防接種を受ける
②外出後はすぐに手洗い、うがいをする
③室内では加湿器などを使用し適度な湿度を保つ
④十分な休養とバランスのとれた栄養摂取をする
⑤人ごみへの外出はなるべく控える
⑥マスクをする

《せきやくしゃみが出るとき　－３つの注意点－》
①周囲の人から顔をそむけ、ティッシュやタオルな
どで口と鼻を押さえる
②手のひらで受けたときは、すぐに手を洗う
③マスクをして、周りにうつさないようにする

【インフルエンザ予防接種を受けられる期間】
▷高齢者　10月15日～ 12月31日
▷小児　10月１日～ 30年１月10日（内子町の　
助成を受ける場合）
※詳しくは地域医療・健康増進センターへお問い
　合わせください。

40 歳以上の皆さんへ――

追加検診のお知らせ
月の健康カレンダー11

日 受付時間 場所 対象

15（水）午前９時15分
～９時30分

内子保健
センター

29年５月・ ６月
生まれ

離乳食教室

日 受付時間 場所 対象

７（火）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

29年２月・ ３月
生まれ

乳児健康診査

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

【申込・問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

●母子保健～すくすく子育て～

日 時間 場所 対象

１（水）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児２（木）午前９時30分
～ 11時 内子保健センター

６（月）午前９時30分
～ 10時30分 五十崎保健センター

育児相談

▷料金　1,200 円

日 時間 場所

16（木）午前９時～ 11時30分
午後１時～３時30分

内子保健
センター

❶乳がん検診（マンモグラフィー）

▷料金　・特定検健診　無料
　　　　・肺がん検診　700 円（70 歳以上無料）
※❶、❷は申し込みが必要です。

日 時間 場所

21（火）午前８時30分～ 11時 内子自治
センター

❷特定健診、肺がん検診（胸部レントゲン）

▷料金　500 円（70 歳以上無料）
※便の潜血検査です。容器のない人はご連絡く
　ださい。

日 時間 場所

21（火）
午前８時30分～ 11時 内子・五十崎

保健センター

午前８時30分～ 10時30分 小田保健
センター

❸大腸がん検診

日 受付時間 場所 対象

24（金）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

27年８月・ ９月
生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（虫歯予防教室）



人のうごき

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／８月６日～９月５日届出分）
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日時：９（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医11

日 医院名 電話番号
３（金）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117

５（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

12（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

19（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

23（木）山下小児科（西予市） 0894（62）6801

26（日）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：14（火）の午前９時30分～正午
場所：内子町林業センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

井上　恒子（87）内子７

屋地岡末夫（88）内子９

米田　博子（80）内子20

福山　隆義（87）大岡
東　キヨ子（92）本町１

大久保照章（87）中野
山本千代子（71）乙影山
滝井美喜子（77）程内
山田　　榮（66）路木
松岡ヨシ子（88）立川中央
山中　益美（84）上村

●おくやみ

♥伊達　彩
あやか

夏　　　　　江子

♥古野　陽
ひ な

菜　　　　　日之地

♣丸山　　蓮
れん

　　　　　上町

♥亀岡　彩
あやの

乃　　　　　上村

♣山上　幸
ゆきと

杜　　　　　柿原

♥中田　依
え ま

茉　　　　　岡第２

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

雅人
玲子
昌俊
多見子
篤志
徳子
祐司
愛華
智
幸枝
侑人
綾美

井原　マキ（95）八代
伊藤キヨコ（95）西沖
宮岡　忠次（77）柿原
久保　亀子（92）亀井
山本　記美（89）福岡
福森シズ子（85）寺成
山口　富子（85）中川西
城本　義勝（87）上川上
鶴岡　邦江（95）小田下
下成　　訓（86）小田下

●まごころ銀行　皆様から寄付をいただきました。心からお   
　礼申し上げます。　　　　　　　　 内子町社会福祉協議会

米田　　猛様（内子20）
吉田美智子様（護国）
正岡　義弘様（岡第１）
城戸　洋文様（長田）
松岡　茂富様（下立山）
篠﨑　福美様（論田３）

山中　惠子様（上村）
久保　哲雄様（亀井）
井上　秀明様（中川西）
山口　隆則様（中川西）
藤﨑　安夫様（上川中）
吉岡　勝博様（久万高原町）

●まちの人口
　（29年９月１日現在／（　）内は前月比）

・人口　16,968人　（△ 19）
　　　　　　　男性　8,118人（△６）
　　　　　　　女性　8,850人（△ 13）

・世帯数　　 7,198戸（△１）

　武田　尚樹
　西山　文香
　古田　好彦
　柳澤小百合

●たかさご

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156



広
報
う
ち
こ
は
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン

キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

読
み
終
え
た
ら
綴 とじ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
ま
た
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
。

編
集
：
広
報
う
ち
こ
編
集
委
員
会

町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０

編
集
　 

記
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〒
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岡
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〒
791-3592  小

田
81
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０
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５

２
）３

１１１（
代

）／
fax（
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U
C
H
IK
O

広
報
う
ち
こ

　

10
月
１
日
か
ら「
ま
ち
の
駅
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
」

に
勤
務
す
る
檜
垣
真
理
子
さ
ん
。
内
子
町
の
新

し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
す
。
今
治
市
出

身
で
、
高
校
卒
業
後
に
東
京
の
大
学
で
彫
刻
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ロ
マ
製
品
会

社
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
。
チ

ラ
シ
の
作
成
や
商
品
の
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

の
ブ
ー
ス
作
り
な
ど
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
檜
垣
さ
ん
は

「
彫
刻
を
専
攻
し
て
い
た
け
れ
ど
、
絵
を
描
く

の
も
好
き
。
女
性
向
き
の
柔
ら
か
い
デ
ザ
イ
ン

が
得
意
な
の
で
、
そ
う
い
う
分
野
で
内
子
町
に

貢
献
し
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
「
趣
味
は
美
術
や
映
画
の
鑑
賞
。
芝
居
を
見

る
の
も
好
き
な
の
で
、
内
子
座
で
ど
ん
な
公
演

が
あ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
」と
話
す
檜
垣
さ
ん
。

「
住
み
始
め
た
ば
か
り
で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
。
泉
谷
の
棚
田
と
か
小
田
深
山
渓
谷
な
ど
、

す
て
き
な
場
所
に
早
く
行
っ
て
み
た
い
」と
内

子
町
で
の
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　

職
場
で
は
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
携
わ
る
予
定
―
―
。「
つ

な
が
り
が
増
え
れ
ば
、
や
れ
る
こ
と
も
増
え
る

と
思
う
。
町
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
仲
間
を
増
や
し
、
新
し

い
目
線
で
商
店
街
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
　
　

檜
垣　

真ま

り

こ

理
子
さ
ん（
33
）＝
内
子
19
第
２
＝

デ
ザ
イ
ン
の
チ
カ
ラ
で
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
―
―

Ｎナ

ン

ゼ

ａ
ｎ
ｚ
ｅ
に
新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊◎「イメージしたものを形にすることや細かい作業が特技。楽しみ

ながら頑張りたい」と笑顔で話す檜垣さん（まちの駅Ｎａｎｚｅで）
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2017 O
ctober vol.240

10

住
人
十
色

第     

回
101

▽
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
市
の
ミ
ニ

チ
ュア
は
一
見
の
価
値
あ
り
で

す
。
店
の
商
品
な
ど
細
か
な

部
分
ま
で
再
現
さ
れ
て
、
感

動
し
ま
し
た
。
実
際
に
行
く

の
が
夢
で
す
が
、
10
分
の
１

く
ら
い
は
か
な
っ
た
気
持
ち

で
す
。
で
も
派
遣
団
の
中
学

生
が
う
ら
や
ま
し
い（
裕
）

▽
伊
予
高
校
吹
奏
楽
部
の
音

楽
室
前
に
は
、
部
員
の
靴
が

一
寸
の
狂
い
も
な
く
揃
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
楽
器
を
持

た
な
い
と
き
の
姿
勢
が
、
音

楽
に
つ
な
が
る
と
い
う
心
構

え
で
す
。
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
私
も
日
々
の
生
活
を
見

直
し
、
い
い
広
報
紙
づ
く
り

に
つ
な
げ
た
い
で
す
。（
航
）


